
申請者氏名 Requested Supervising Professor

大屋　正義
Masayoshi OHYA
Email: Masayoshi-Ohya@kwansei.ac.jp

研究題目 Title of the project

液体水素冷却高温超電導機器の研究開発

Development of high-temperature
superconducting devices cooled by liquid
hydrogen

博士研究員への要望・専門、経験等
Qualifications for Postdoctoral Fellow
including academic and non-academic
background, research fields and interests

研究計画 Details on research project

（1)博士の学位を有するか、着任時までに取得
見込みであること。
(2)これまでの研究のバックグラウンドは問わな
いが、実験や数値解析など、当該分野（高温超
電導、極低温、電力機器）の研究開発に取り組
んでいく強い意志があること。
(3)学生と十分にコミュニケーションを取ることが
でき、協力して研究を行えること。
(4)高温超電導機器の研究開発についての経験
を有していることが望ましい。

(1) Applicants must hold a doctoral degree or
be expected to obtain one by the time of
appointment.
(2) Although any previous research
background is not required, the applicant
should have a strong will to work on research
and development in the field (high-
temperature superconductivity, cryogenics,
and power devices), including experiments
and numerical analysis.
(3) The applicant should be able to
communicate well with students and conduct
research in cooperation with them.
(4) Experience in research and development
of high-temperature superconducting devices
is desirable.

(1)液体水素冷却高温超電導導体およびコイル
の研究開発に従事。
(2)液体水素試験拠点の構築に関する研究開発
に従事。
(3)研究室学生の研究指導に係る業務に従事。

(1) Engaged in research and development of
liquid hydrogen-cooled high-temperature
superconducting conductors and coils.
(2) Engaged in the research and
development of the construction of a liquid
hydrogen testing facility.
(3) Engaged in supervising the research of
students in the laboratory.
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申請者氏名 Requested Supervising Professor

吉川  浩史  
Hirofumi YOSHIKAWA 
Email: yoshikawah@kwansei.ac.jp 

研究題目 Title of the project

高性能有機二次電池の開発研究  
Development of high-performance 
organic rechargeable batteries

博士研究員への要望・専門、経験等 

電気化学、有機化学、無機化学など幅広い化学の知識を有することを求める。また、

物質合成と電気化学測定の基礎技術を有することが望ましい。 

研究計画 

環境問題やエネルギー問題から高性能な二次電池の開発は喫緊の課題となっている。今現

在、汎用的な二次電池であるリチウムイオン電池の正極には LiCoO2 などの遷移金酸化物が利

用されているが、コストや資源、安全性の問題、さらにはさらなる高性能化の視点から、遷移金属

酸化物以外の物質に注目が集まっている。我々のグループでは、これまでに有機無機複合材料

である金属錯体を正極活物質とする新しい二次電池を開発し、それらが従来のリチウムイオン電

池よりも大きな容量を示すことを報告してきた。 

 本研究では、このようなこれまでの知見を基に、新しい高性能な有機系二次電池の開発研究

を行う。具体的には、金属イオンと多電子の酸化還元活性な配位子からなる金属有機構造体

（MOF）を創製し、これを正極とするリチウム電池の充放電特性を計測する。このような MOF で

は、金属イオンと配位子両方の酸化還元による高容量と MOF の強固な空孔構造に基づいた安

定なサイクル特性や急速充電が期待される。なお、酸化還元活性な配位子としては、テトラチアフ

ルバレンや硫黄（S8）の最小単位であるジスルフィドを含むものを新たに作製して用いる予定であ

る。 

その他にも、多電子の酸化還元活性を示すヘテロ原子を含む有機分子を設計合成し、それら

を正極とする二次電池の作製と充放電測定を行う。得られた結果や理論計算などに基づいて、

より高性能な電池特性（高電圧、高容量、安定なサイクル特性）を示す有機材料を開発する。 

上述の研究計画により、実用化可能な有機系二次電池の実現を目指すが、それ以外にも電

池反応（固体電気化学反応）を利用した MOF や有機材料の新奇固体物性開拓にも取り組む。 
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申請者氏名 Requested Supervising Professor

片寄　晴弘
Haruhiro KATAYOSE
Email: katayose@kwansei.ac.jp

研究題目 Title of the project

エンタテインメント性とコンテンツデザイン上流工
程支援に関する研究

A Study on Entertainment Value and
Methodologies for Early-Stage Content
Design

博士研究員への要望・専門、経験等
Qualifications for Postdoctoral Fellow
including academic and non-academic
background, research fields and interests

３） Details on research project

コンテンツの訴求要因に関する分析経験を有
し、ユーザーの興味・関心を踏まえたコンテンツ
設計に貢献できる知見を備えていること。加え
て、大規模言語モデル（LLM）の特性を理解し、
プロンプト設計や品質管理を含め、実務におい
て適切に運用・応用できる能力を有しているこ
と。
コンテンツ制作における上流工程、もしくはそれ
に準ずる『こと』のデザインに関する経験を有し
ていることが望ましい。さらに、関連するワーク
ショップの企画・運営、または参加を通じて、関
係者との合意形成やアイデア創出を支援した経
験があれば、尚可とする。

Experience in analyzing the appeal factors of
content, combined with the ability to
effectively operate and apply large language
models (LLMs).

It is desirable to have experience in
supporting the early stages of content
production—such as planning and translating
requirements into concrete design elements
—as well as facilitating or participating in
workshops related to these processes.

１）EDC分析器（本研究室で開発したツール）を
用いて、物語・ゲームコンテンツの訴求要因を分
析するプロセスを習得する。
２）コンテンツ制作系の実習においてEDC分析器
を活用し、コンテンツが持つ訴求要因および、学
生自身がコンテンツを制作する際の訴求要因の
実例を収集する。あわせて、これらを蓄積・整理
するためのアーカイブ用ツールを作成する。
３）上記で得られた実例およびコンテンツ制作系
実習におけるワークフローを基に、コンテンツデ
ザイン上流工程支援に関する教育メソッドを確
立する。

1. To learn how to analyze the appeal factors
of narrative and game content using the EDC
Analyzer (developed in our laboratory).
2. To use the EDC Analyzer in content
production courses to collect examples of
appeal factors and develop an archiving tool
to organize them.
3. To establish educational methodologies
for supporting early-stage content design
based on these examples and observed
workflows.
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申請者氏名 Requested Supervising Professor

長田 典子 
Noriko NAGATA 
Email: nagatasec@kwansei.ac.jp 

研究題目 Title of the project

感性価値創造のためのデータサイエンス 
Data science for Kansei/affective value 
creation

博士研究員への要望・専門、経験等 

Qualifications for Postdoctoral Fellow 
including academic and non-academic 
background, research fields and 
interests

生理心理計測（脳波計測・脳機能計測を

含む），統計解析，多感覚知覚，マシンビ

ジョン，音楽情報処理等で研究実績があ

ること． 

産学連携に興味があること． 

研究計画 Details on research project

人間の感覚・感性（快適性・嗜好・愉しみ・感動

等）を定量化し，それをデザイン・コンセプト・製

品設計等に利用することを目的としたデータ

サイエンス手法の研究開発を行う．

具体的には，視覚・聴覚に関わる生理心 

理計測，統計解析によるモデル構築， 

または画像・音響情報処理によるシス 

テム実装等を行う． 

基礎研究および企業との応用研究の両方を

推進することにより，研究の質の向上を図

る． 
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申請者氏名 Requested Supervising Professor

古谷　倫貴
Michitaka FURUYA
Email: mfuruya@kwansei.ac.jp

研究題目 Title of the project

グラフの局所構造の制限による彩色・全域部分
グラフへの影響

Effects of local structural constraints on
graph coloring and spanning subgraphs

博士研究員への要望・専門、経験等
Qualifications for Postdoctoral Fellow
including academic and non-academic
background, research fields and interests

研究計画 Details on research project

1) 博士の学位を有する者（取得見込み含む）
2) グラフ理論に関する研究実績があること．グラ
フ彩色，あるいはハミルトン閉路・因子などの全
域部分グラフに関する理論的研究の経験を有す
ることが望ましい．

禁止グラフ条件をはじめとする局所構造の制限
が，グラフ不変量や全域的構造にどのような影
響を及ぼすかを研究する．特に，Gyárfás–
Sumner予想に代表される彩色数と局所構造の
関係に着目し，不変量に対する制約を中心に解
析を行う．また，道被覆などの特定のグラフ構造
を不変量的観点から扱うことで，新たな知見の
獲得を目指す．
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